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	背景
	マイトジェン活性化プロテインキナーゼキナーゼキナーゼ3(MAP4K3) Homo sapiens この遺伝子は、マイトジェン活性化プロテインキナーゼキナーゼキナーゼファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、c-Junをはじめとする細胞シグナル伝達における重要なエフェクターを活性化します。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写産物が観察されています。[RefSeq提供、2012年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,機能：環境ストレスへの応答において役割を果たす可能性があります。JUN N末端経路の上流で作用するようです。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 STE20サブファミリー。,類似性：CNHドメインを1つ含む。,類似性：タンパク質キナーゼドメインを1つ含む。,サブユニット：SH3GL2と相互作用する。この相互作用は、MAP4K3を介したJNK活性化を制御すると考えられる。,組織特異性：調査した全ての組織で普遍的に発現しており、心臓、脳、胎盤、骨格筋、腎臓、膵臓で高レベル、肺と肝臓で低レベルであった。,
	研究分野
	MAPK_ERK_成長;MAPK_G_タンパク質;
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	MAP4K3抗体を用いたHepG2細胞およびK562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GLKポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

